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要 旨
目的：成熟期にある女性看護職の体格とライフスタイルの関連を明らかにする。
方法：医療施設に勤務する20～39歳の女性看護職を対象に、無記名自記式調査を実施した。基本

属性、ライフスタイル８項目と体格との関連をKruskal-Wallis検定及びχ2検定にて検討し、
群間比較には残差分析を行った。

結果：低体重群はダイエットをしていない者の割合が有意に多く（p=.030）、痩せたいと考えてい
る者の割合は有意に少なかったが（p<.001）、「今の体重を維持したい」と考えている者の
割合は、有意に多かった（p<.001）。普通体重群は、「体重計に毎日乗る」者、「痩せたい」
と考えている者の割合が、有意に高かった（p=.010、p<.001）。肥満１群では「痩せたい」
と考えている者の割合が有意に高かった（p<.001）。

結論：現代女性特有のやせ願望は、知識を持っている看護職女性も同様であった。ダイエット、
日々体重計測を行うことは体格に影響した。
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Abstract

Purpose: The purpose of this study is to determine the relationship between body size and lifestyle among

mature female nursing professionals.

Method: Basic attributes, lifestyle, and body size were examined in relation to each other by Kruskal-
Wallis and χ2 tests, and residual analysis was used for between-group comparisons.
RESULTS: A significant percentage of the underweight group wanted to maintain their current weight (p<
.001) or were not dieting (p=.030). The normal weight group had significantly higher percentages of those
who "get on the scale every day" and those who "want to lose weight“(p=.010、p<.001).The obese1 group
had a significantly higher percentage of those who thought they wanted to lose weight (p<.001).
Conclusion: The desire to be thin, which is unique to modern women, is also shared by female nurses
knowledgeable of this phenomenon, suggests that it has an impact on their physique. Dieting, daily
weighing, and dietary restrictions affect physique.
Key words: female nursing profession, body size, life style
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【緒 言】

令和元年国民健康栄養調査1）によると、20
歳代の女性は20.7％がBMI18.5未満の低体重、
8. 9％がBMI25. 0以上の肥満、30歳代では
BMI18.5未満の低体重は16.4％、BMI25.0以上
の肥満は15.0％であり、20歳代、30歳代の日
本女性の約３割が適正体重ではないことが明
らかとなっている。BMIと生殖年齢女性の健
康問題の関連については多くの研究報告があ
る。やせている成熟女性は、普通体重の成熟
女性と比較して月経障害や無排卵の増加2）、
低出生体重児の出産率の上昇が報告されてい
る3）。肥満の女性は、普通体重の女性と比較
して不妊症や糖代謝異常や乳がんの発症が高
率である4）。低体重や肥満女性から出生し
た低出生体重児や巨大児は、生活習慣病や
様々な病気に罹るリスクが高くなる5）。こ
のように生殖年齢女性の体格は、女性自身の
健康のみならず次世代の健康問題にも影響す
るため、妊娠前から低体重や肥満を予防する
必要があると考えられる。体格に影響する要
因には、食習慣6）7）や運動習慣7）、睡眠時
間8）といったライフスタイルに係る要因が
報告されており、ライフスタイルを整えるこ
とが重要と考えられる。しかし、体格とライ
フスタイルとの関連を報告している先行研究
は、女子大学生や中高年者を対象にした研究
が多く、20～30代の女性を対象とした研究は
少ない。

20～30代の女性のライフサイクルと体格に
ついて検討することは、妊娠前の女性やカッ
プルを対象に医学的・行動学的・社会的な保
健介入を行うプレコンセプションケア

（Preconception Care：PCC）（WHO）9）の観
点からも重要と考えられる。プレコンセプ
ションケアの一つに適正体重の維持が掲げら
れている。プレコンセプションケアによる介
入を検討するためには、まず、女性のライフ

スタイルや健康に関わる行動について深く理
解することが求められる10）。また我が国の
25～34歳女性の就業率は81.4％、35歳～44歳
女性は78.4と年々増加している11）。

就業女性は、就業していない女性に比較し
て、健康課題が多いとされ12）、就業女性の中
でもとりわけ看護職は、月経異常の者が多い
こと13）や不妊症の割合が増加しているこ
と14）が指摘されており、妊娠前から適正体
重を維持し女性の健康問題の改善を図る必要
があると考えられる。

そこで、本研究は、成熟期にある女性看護
職の体格とライフスタイルの関連を明らかに
する。

【方 法】

１．用語の定義
１）成熟期にある女性看護職とは、20～39歳

までの看護師・保健師・助産師とした。
２）庄木らの文献を参考にライフスタイルと

は、個人の生活や生き方に対する価値観を
含めた日常生活における行動パターンとし
た15）。

３）BMIは、日本肥満学会16）が提示する基準
を使用した。
BMI18.5未満は「低体重」、BMI18.5以上25

未満は「普通体重」、BMI25以上30未満は「肥
満度１度」、BMI30以上は「肥満度２度以上」
の４群に分類される。

この４群をBMIによる体格区分とした。

２．研究対象者
医療施設に勤務する20～39歳の女性看護職

（看護師、保健師、助産師）385名。

３．データ収集方法と調査内容
無記名自記式質問紙を用いた訪問留置き調

査。
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調査期間は、2022年７月25日～2022年10月
14日。

４．調査内容
１）基本属性は、年齢、身長、体重、婚姻状

況、同居人、職種、勤務形態（２交代・３
交代・日勤専門・夜勤専門・その他）とし
た。

２）ライフスタイル
ライフスタイルは、ブレスローの７つの健

康習慣17）を参考に嗜好（飲酒・喫煙）、運動
習慣、朝食摂取、間食の摂取、インスタント
食品、睡眠時間、体重計測、体重管理、ダイ
エットを行った経験、体型願望、についてと
した。

５．分析方法
１）対象者の体格の特徴

身長、体重からBMIを算出した。年齢を20－
24歳、25－29歳、30－34歳、35－39歳の４群に
分類し、年代別の体格（身長・体重・BMI、BMI
による体格区分）は、記述統計を求めた。また、
体格区分別に属性の記述統計を算出した。
２）体格とライフスタイルの関連について

体格は、肥満１・２度の者は非常に少ない
という結果であった。BMIによる体格の分類
は、４群間でサンプル数に大きな偏りがある
が、日本肥満学会の分類基準に基づいて分析
を行った。

BMIによる体格区分とライフスタイルの飲
酒習慣、喫煙習慣、運動習慣、朝食摂取、間
食の摂取、インスタント食品、体重計測、体
重管理、ダイエットを行った経験、体型願望
については、χ2検定又はFisherの正確確率
検定を行った。睡眠時間の比較はKruskal-
Wallis検定を行った。

無回答は欠損値として取り扱い、検定ごと
に除外した。

統計解析には、IBM SPSS Statistics. Ver28

for Windowsを使用し、統計的有意水準を５
％未満とした。

６．倫理的配慮
本研究は、高知大学医学部倫理委員会の承

認（承認番号：2022-43）を受け実施した。対
象施設の看護部長に研究の主旨を説明し、承
諾を得て研究を実施した。対象者には説明文
書にて研究の主旨、個人の自由意思の尊重、
研究結果の公表を説明し、質問紙にチェック
ボックスを設け、チェックしてもらい研究参
加への同意を確認した。記入したアンケート
は対象者が個別専用封筒に入れて回収しても
らった。回収された調査票の研究協力施設で
の保管は、施設責任者のもとで鍵のかかる場
所に保管していただくよう依頼した。

【結 果】

調査票は、385部を配布し、回収数は311部
（回収率80.8％）であった。そのうち回答に不
備のあるもの44部を除いた267部（有効回答
率85.9％）を分析対象とした。

１．対象者の体格区分別の特徴
表１に対象の年齢別体格の特徴を示した。

20-24歳のBMIは20.2±2.4で中央値は19.9、25-
29歳は20.4±2.5で中央値は20.2、30-34歳は、
21.4±3.3で中央値は20.9、35-39歳は23.2±4.6
で中央値は22.2であった。

表２に体格区分別の特徴を示した。体格区
分は普通体重の者が200名（74.9％）と最も多
かった。肥満の者は１度２度の者を合わせて
26名（9.7％）であった。年齢の平均は、低体
重群が27.3±4.4歳、普通体重群が28.2±4.9歳
と肥満群１度より年齢が低かった。身長は、
４群間で差はなかった。体重は、低体重群が
43.9±2.9kgと他の３群より軽かった。
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２．ライフスタイルの関連
BMI体格区分とライフスタイルとの関連を

表３に示す。
［喫煙］の習慣がある者は低体重群におい

て５名（12.2％）と他の群に比較して割合が
高かったが、有意差は認めなかった。［飲酒］
の習慣がある者は、51名（25.8％）と普通体重
群において割合が高かったが、有意差は認め

なかった。［運動習慣］は、４群において週１
回以下のものの割合が高く、有意差は認めな
かった。

［食習慣］に関して、「朝食を毎日食べる」
と回答した者は低体重群で18名（43.9％）、普
通体重群で111名（55.8％）、肥満１群で９名

（45.0％）、肥満２群で２名（40.0％）と朝食の
摂取率は４群において５割程度と低く、４群
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間で有意差は認めなかった。［間食］に関し
ては「毎日食べる」と回答した者は、低体重
群 で 12 名（29. 3％）、普 通 体 重 群 で 62 名

（31.0％）、肥満１群で６名（28.6％）、肥満２
群で１名（２0.0％）であり、「時々食べる」と
回答した者を含めるとどの群も８割以上と高
かったが４群間で有意差は認めなかった。

［インスタント食品］の摂取に関しては、「時々
食べる」と回答した者が多く、低体重群で29
名（70.7％）、普通体重群で158名（79.0％）肥
満１群で18名（85. 7％）、肥満２群で５名

（100％）と毎日食べる者を含めるとどの群も
８割以上と高かったが４群間で有意差は認め
なかった。

［睡眠時間］については、３交替、夜勤専
門、日勤専門勤務形態で欠損値が多かったた
め、２交替についてのみ比較を行った。睡眠
時間は、日勤日で睡眠時間が短く、勤務日の
睡眠時間の平均は約６時間であった。休日は
勤務日に比較して睡眠時間が長かったが４群
間で有意差は認めなかった。

［体重計測習慣］に関して「体重計に毎日
乗る」と回答した者は、低体重群が１名

（2.4%）、普通体重群が43名（21.5%）、肥満度
１群が２名（9.5%）、肥満度２度群が１名

（20.0%）であり、体格と体重計測習慣との間
に有意な関連がみられた（p=.010）。残差分
析を行ったところ、普通体重群で「体重計に
毎日乗る」者の割合が有意に高かった（p=
.010）。

ダイエットに関して、「している」と回答し
た者は低体重群が５名（12.2%）、普通体重群
が44名（22.0%）、肥満度１群が７名（33.3%）、
肥満度２群が１名（20.0%）、「していない」で
は低体重が26名（63.4%）、普通体重が79名

（39.5%）、肥満度１度が５名（23.8%）であり、
体格とダイエットとの間に有意な関連がみら
れた（p=.030）。残差分析を行ったところ、低
体重群は他の３群に比較してダイエットを

「していない」の割合が有意に高かった（p=
.030）。
［体型願望］に関しては、「痩せたい」と考

えている者は低体重群で９名（22.0%）、普通
体重群で151名（75.5%）、肥満度１群で21名

（100.0%）、肥満度２群で５名（100.0%）であっ
た。「今の体重を維持したい」と考えている
者は低体重群で24名（58.5%）、普通体重群で
48名（24.0%）であった。体型願望との間に有
意な関連がみられ（p<.001）、残差分析を行っ
たところ、低体重群では「痩せたい」と考え
ている者の割合が有意に低く（p<.001）、「太
りたい」、「今の体重を維持したい」と考えて
いる者の割合が有意に高かった（p<.001、
p<.001）。普通体重群では「痩せたい」と考え
ている者の割合が有意に高く（P<.001）、「太
りたい」の割合が有意に低かった（p<.001）。
肥満１群では「痩せたい」の割合が有意に高
く（p<.001）、「今の体重を維持したい」の割
合が有意に低かった（p<.001）。

現在、体重管理を行っていると回答した者
は、肥満１群が８名（38.1％）と最も多く、次
いで普通体重群の70名（35.2％）であった。
体重管理を行っていることと４群間で有意な
関連は認めなかった。

【考 察】

本研究の対象者におけるBMIの中央値は
20-24歳では19.9、25-29歳では20.2、30-34歳で
は20.9、35-39歳では22.2であった。令和元年
国民健康・栄養調査報告によると、20歳代女
性の平均BMIは21.0、30歳代女性の平均BMI
は21.7であり1）、本研究の対象者と比較する
と、20-24歳、25-29歳、30-34歳のBMIは全国
平均を下回っており、全国平均を上回ってい
たのは35-39歳だけであったことから本研究
の20代～30代前半の看護職はやせ傾向にある
ことが明らかになった。
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本研究の対象者の体格とライフスタイルの
嗜好、食事、睡眠との関連を検討したが関連
はみられなかった。交代制勤務に従事する看
護職にとってライフスタイルを規則的に整え
ることは不可能といえる。本研究の対象者の
多くも交代制勤務をしており，朝食欠食の割
合は高く、朝食欠食と体格には関連はなかっ
たが、「食べない」と「時々食べる」という者
を合わせると朝食の欠食率は約５割近いとい
う結果であった。一般の若年女性20歳代30歳
代女性の朝食の欠食率は「食べない」と「週
に２－３回食べる」とを合わせても20代で
24.6％、30代で19.7％18）と比べると本研究の
看護職の朝食の欠食割合は高いことがわか
る。朝食欠食は内臓脂肪蓄積19）による長期
的な体重増加に関係し20）、体重増加と関連
する21）。さらに、睡眠状況をみてみると睡
眠時間の平均は約６時間であり、厚生労働省
の示す睡眠時間７時間より少ない傾向がみら
れた。睡眠時間が短いほど肥満のリスクが高
い22）ことが報告されている。これらのこと
から、本研究の対象集団は体重増加につなが
るライフスタイルを送っていることが推察さ
れた。しかし、本研究のBMIが25以上の肥満
の割合は、令和元年国民健康・栄養調査報告
による20歳代8.9、30歳代15.0と比較して低く、
20歳代、30歳代前半の対象者の平均BMIは低
くやせ傾向を示していた。体格には上述のよ
うな生活活動以外にも体重に対する価値観も
影響する。

日本の若年女性はやせ志向の者が多く、ダ
イエットを行っている者やダイエット経験の
ある者の割合も高いことが報告されてい
る23、24）。さらにダイエット行動には体型志
向が最も強く関与していることが報告されて
おり25）、本研究の対象者においてもダイエッ
トを行う必要がない低体重群、普通体重群に
おいてダイエットや、「痩せたい」という思い
持つ者が多いことから体型志向が体格に影響

していることが考えられる。他にも体重減少
には、毎日の体重計測が有用であることが報
告されている26）。本研究の対象の中で体重
を減少させる必要がないと考えられる普通体
重群において体重管理や毎日体重計に乗る者
が多いことから体重測定が普通体重群の体格
に影響していることが考えられる。これらの
ことから看護職女性においても一般女性と同
様に、やせ志向が浸透していることが伺えた。

一方、肥満群においても「痩せたい」と考
える者が多いという結果であった。肥満の女
性は自己の体型についておしゃれがしたい、
健康のためなどの理由で痩せたいと考えてい
る者が多いことが報告されており27）、本研
究の肥満者も同様の傾向がみられた。以上の
ことから現代女性特有のやせ願望は、本研究
の対象者である知識を持っている看護職女性
においても同様であり、成熟期にある看護職
女性の体格に影響を与えていることが考えら
れる。

本研究結果から、体重が増加するような食
事や睡眠をとっていても、やせ願望があり、
ダイエットや、日々体重計測を行うことは、
体格に影響することが明らかとなった。

【結 論】

体格とライフスタイルの関連をみると、体
格とダイエット、体重計測習慣、体型願望と
の間に有意な関連がみられ、やせ願望があり、
ダイエットや日々体重計測を行うことは、体
格に影響する。
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